第２４章　　災害及び事故
水稲被害
　昭和57年の水稲被害額面積は１万800ヘクタール、被害量6860トン、又、被害率（16.8パーセント）と昨年（11.9パーセント）を上回っている。
　本年の水稲被害の特色は、干冷害が前年６トンであったのが、95トンと大巾に増加している。　
　全体的には、被害面積で（対前年比5.9パーセント）600ヘクタール増加し、又、被害量で（対前年比41.2パーセント）2000トンの増加である。
労働被害
　昭和57年中の府内の労働災害による死傷者は、死亡188人、傷者（休業４日以上）、２万5212人の合計２万5400人であった。
　これを産業別にみると、製造業関係１万558人で全体の41.6パーセントを占め、そのうち金属精錬業、金属工業関係が、4799人で最も多い。
　次いで建設業5934人（全体に占める割合23.4パーセント）、陸上貨物取扱業2403人（同9.5パーセント）、港湾貨物取扱業651人（同2.6パーセント）と続いている。
火災　
　昭和57年中の府内の火災件数は、5273件で、前年より81件減ったが、損害額では逆に約16億円増加している。月別では３月が最も火災が多く、地域別では大阪市が33パーセントとトップである。また、死傷者も前年より、243人増加している。
　火災原因をみると、「火種」が最も多く全体の45.5パーセント、次いで、「ガス･油類」の26.2パーセントとなっており、この二つで70パーセント以上を占めている。また、建物では「専用住宅」での火災が最も多く、全体の24.5パーセントを占めている。
交通事故
　昭和57年中の府内における交通事故（人身事故）は、発生件数４万1862件、死者数383人、傷者数５万1523人を記録した。
　これは前年に比べると、発生件数では4115件（10.9パーセント増）、死者数では前年と同数、傷者数では4954人増（10.6パーセント増）となっており、発生件数はこれで７年連続の増加となり、今後、ますます増加の一途をたどる事が予想される。事故発生の主原因者となった第一当事者別にみると、車両等が４万1305件（件数構成比98.7パーセント）と圧倒的多数を占めている。
　車種別では普通乗用１万8485件（同44.2パーセント）、普通貨物8995件（同21.5パーセント）で全体の65.7パーセントを占めている。
　また、自動車以外では歩行者557件（同1.3パーセント）、原動機付自転車（1種、2種）4289件（同10.2パーセント）、自転車1164件（同2.8パーセント）となっている。
　事故発生の形態を法令違反別にみると、59種類の法令がある中で、車両関係4万1305件中、安全不確認１万571件、前方不注意7368件、動静不注視3341件、徐行場所違反2468件の順となり、安全運転の最も基本となる義務的行為に違反が集中している。
　一方、歩行者の事故は、発生件数6952件で全事故に対する構成比は16.6パーセント、死者数122人（31.9パーセント）、傷者数7163人（13.9パーセント）となっており、そのうち横断中の事故が4969件で全体の71.5パーセントを占めている。
